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健 康 ガ イ ド
教えて！医学 すこやか生活習慣

ぜひご利用ください

暮らしに役立つ情報が満載

官民連携地域情報ウェブサイト川口市の

とは
行政情報だけでなく、お店やイベントなど、
さまざまな川口の情報を掲載しています♪

FM Kawaguchiで放送中

85.6MHZ

意外と人気!?

医療機関・薬局を探す
医療情報ネット（ナビイ）

「確認メモ」や
医療のかかり方

はた　　  たい　ご

消化器外科　　畑　太悟
川口市立医療センター

「肝臓がん」と聞くと、不安を感じるかたも多いのではないで
しょうか。現在は、診断や治療技術が進歩しているため、早期発
見と適切な治療を行うことで、治癒を期待できるようになりま
した。
肝臓にできるがんには、肝臓の細胞から発生する「肝細胞がん」、
胆管から発生する「胆管細胞がん」、大腸がんなど他の臓器から
転移する「転移性肝がん」があります。がんの種類によって治療
法が異なるため、正確な診断が大切です。
肝臓の手術では、がんとその周囲の肝臓を切除します。肝臓には
切除した部分を再生する力がありますが、安全に切除できる範
囲は肝臓の状態によって異なります。そのため、手術前にはCT
やMRI、血液検査などを行い、がんの位置や大きさ、肝臓の働き
などを詳しく調べます。
手術には、開腹手術、腹腔鏡手術、ロボット支援手術があります。
腹腔鏡やロボット支援手術を活用することで傷口を小さくする
ことができ、術後の早期回復を期待することができますが、最も
大切なことはがんを安全かつ確実に取り除くことですので、が
んの位置や大きさなどに応じて最適な方法を選択します。近年
では3D画像や術中超音波なども活用し、より安全で正確な手術
が可能になっています。
術後は早い段階から歩行や食事を始め、退院後も定期的に検査
を行うことで、再発しても、再手術や
薬物療法などの治療を行える場合が
あります。肝臓がんは決して諦める病
気ではありません。 一人一人の症状
に適した治療を選択し、「がんを治す
こと」と「その人らしい生活を送るこ
と」の両立を目指すことが大切です。

医療機関を受診した際、「症状をうまく伝えられなかった」「説明
を聞いたけどよく分からなかった」というこ
とはありませんか。安心して納得できる医療
を受けるためには、患者と医師がお互いに情
報を伝え合い、理解を深めることが大切です。

受診時のポイントをまとめた「確認メモ」を市ホームページに掲
載していますのでご活用ください。

また、検査や治療で分からないことや不安なことは医師に確認
しましょう。複数の検査や治療法を提案された場合は、それぞれ
の効果やリスクを聞き、自分の希望を伝えながら、納得した上で
選びましょう。医師に聞きにくいことや不安がある場合は、看護
師などの医療スタッフに相談してみてください。医療機関に
よっては「患者相談窓口」や「医療相談窓口」などを設けていま
す。一人で悩まずお気軽にご活用ください。

g保健所管理課　i048-423-6614　k048-423-8852

肝臓がんの手術紹介 安心して医療を受けるために
～伝える・聞く・話し合う～

手話講座ワンポイント 今月は「勤労感謝の日」を紹介します。
「仕事」と「ありがとう」の手話を組み合わせ
て表現します。

g障害福祉課　i048-259-7926　k048-259-7943

両手の親指以外をそろ
えて、手のひらを上に
向け、左右から真ん中
へ2回寄せる。書類をそ
ろえる様子。

仕事
左手の甲を上に
向け、右手の指
をそろえて左手
の甲を1回叩い
て上にあげる。

ありがとう

厚生労働省
「上手な医療のかかり方.jp」

●いつからどのような症状があるのか
●治療中の病気やけが、これまでの入院や手術歴
●自分の希望や大切にしたいこと
●医師や医療スタッフに確認したいことなど

受診時に整理しておくべきポイント

ち　ゆ

川口市 LINE
公式アカウント @kawaguchi-city

LINE ID

＼防災情報や暮らしに役立つ情報を配信／

スタイル

川口市公式 Instagram
＼オシャレな川口のライフスタイルを発信／

@kawaguchi_style
Instagram
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問い合わせ…川口市いじめから子どもを守る委員会（青少年対策室内）　i048-258-4093　k048-259-4961

問い合わせ…子育て相談課　i048-258-1153　k048-259-4958

いじめ相談
メール

Mijimesoudan@city.kawaguchi.saitama.jp
※氏名、住所、児童・生徒の在籍校名、学年を記入してください。

いじめは、受けた子どもの心に、大人になっても消えない
傷を残します。子どもたちが毎日を楽しく、将来に明るい
希望を持って生活していくためには、子どもに関わる全て
の人と関係機関などが、「いじめを絶対許さない」という意
識を持ち、社会全体で向き合う姿勢が必要です。

市や学校、子ども関連団体など、全ての人が「いじめは、ど
の子にも、どんなところでも起こる問題である」との共通
認識を持ち、地域社会をあげていじめの防止に取り組むこ
とができるよう、それぞれの責務や役割を定めています。

教育・心理・法律の３人の専門委員が面接で丁寧に
お話を伺います。
悩みを抱えている本人を中心に、取り巻く環境を整
理し、その子どもの持つ回復力を引き出すためには
どうすればよいかという視点に立って、相談・支援
を行います。

i048-258-4093
月～金曜日(祝・休日、年末年始を除く)8：30～17：15
Mmamoru@city.kawaguchi.saitama.jp
※受信日から２日以内(閉庁日を除く)に返信

１１月の面接相談日 ※要事前予約
１１月5日㈭、12日㈭、19日㈭

（平成２９年４月１日施行）

予約フォーム▶

川口市いじめから子どもを守る委員会

いじめで悩む市立小・中・高等学校の児童・生徒、保護者の相談窓口

～川口市は、いじめのないまちづくりを目指します～

11月はいじめ撲滅強調月間

「しつけ」と「体罰」は違います

あなたの電話で、守れる命があります
児童虐待かも…と思ったら、すぐにお電話ください。

児童相談所
虐待対応ダイヤル

通話料無料・
24時間365日対応

いちはやく

189

●しつけとは、「子どもの人格や才能などを伸ばし、子どもをサポートして社会性を育む行為」です。
●体罰とは、「子どもの身体に何らかの苦痛を引き起こし、または不快感を意図的にもたらす行為」です。
「悪いことをしたので、外に出した」「いたずらをしたので、長時間正座をさせた」など、しつけと
思ってやったことが体罰に当たる場合もあります。

つらいときは
一人で悩まないで相談を

子どもの成長は喜ばしいですが、子育てに悩
みは尽きません。つい大きな声で怒りたくな
る、ときには叩きたくなってしまうこともあ
ると思います。
そんなときは、どうか一人で悩まないでくだ
さい。どんなささいなことでも構いません。
つらいときは、まずはご相談ください。

みんなで
育児を支える社会に

子育て中の保護者が孤立しない
ようサポートしていくことが大
切です。保護者だけで抱え込まな
いように、声かけや支援をお願い
します。

相　談　窓　口

●こども家庭センター（子育て相談課内）
月～金曜日(祝・休日、年末年始を除く) 9:00～16:30
i048-259-9005（子育て相談課直通）

●埼玉県南児童相談所
月～金曜日(祝・休日、年末年始を除く) 8:30～18:15
i048-262-4152

●児童相談所相談専用ダイヤル
24時間365日対応
i0120-189-783（無料）

●地域保健センター
月～金曜日(祝・休日、年末年始を除く) 8:30～17:15
i048-256-1120

11月は
オレンジリボン・児童虐待防止推進キャンペーン

189（いちはやく） 気づいたあなたに できること

体罰などによらない
子育ての工夫や
ポイント

川口市いじめを防止するためのまちづくり推進条例

いじめは人権を侵害する行為です

予約・相談はこちらから

キャンペーン期間中は、
第一・二本庁舎の正面付
近をオレンジ色にライト
アップします。
点灯時間17:00～23:00


